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SCI 日米姉妹都市サミットから見る
国際交流および国際会議の重要性

2025 年９月、大阪府泉佐野市で「日米姉妹都市サ
ミット」が開催されました。このイベントは、日米外交
関係樹立 170 年を記念し、Sister Cities International

（全米国際姉妹都市協会、以下「SCI」）が主催したもの
です。

本稿では、SCI 理事のカルロ・カピュア（Carlo Capua）
氏と同サミットの舞台となった泉佐野市成長戦略室おも
てなし課課長 井尻氏から、それぞれ本サミットの概要
や意義について伺いましたので、紹介します。

SCI 理事　カルロ・カピュア氏より
日米姉妹都市サミットとは

2025 年９月 16 日から19 日にかけて、SCI は、日米
姉妹都市サミットを開催いたしました。

SCI は、1956 年に、当時のアイゼンハワー大統領の
「人々を結びつけることができれば、最終的には国々を
結びつけることができる」という理念のもと設立された、
ワシントン D.C. に本部を置く非営利団体です。

現在、米国が提携している姉妹都市の中で日本は最多
（合計 469 の自治体、2025 年 10 月７日現在）を占め
ており、大阪・関西万博に合わせ、2025 年、日本で初
となるサミット開催の運びとなりました。

サミットのテーマは、「Celebrating our Legacies, 
Empowering our Future ― レガシー、そして未来へ」。
日米を含む 15 カ国から、161 の自治体（日本からは
49 自治体）・564 人（日本からは 203 人）が参加しま
した。4 日間にわたるプログラムでは、数多くのプレナ
リー（全員参加）セッションや分科会が催され、姉妹都
市関係者にとって実践的な内容に加え、日米外交の歴史
や今後の展望、サブナショナル外交など、多岐にわたる
トピックが取り上げられました。

セッションの様子
セッションの１つ、日本からの参加者向けに、日本

語のみで行われた SCI アカデミーでは、クレアの北野充
参与が「姉妹都市交流 ― 期待と課題」と題して講演し、
地域ごとのグループディスカッションを通じて参加者同
士の横のつながりを築いていただくことを目指しまし
た。また、北野参与にはパネルディスカッション「サブ
ナショナル外交：社会的インパクトを生み出す力」にも
パネリストとしてご登壇いただきました。
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大阪・関西万博を訪問した参加者の様子─アメリカ館にて

プレナリーセッションが行われた会場の様子
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このサミットは、日米の姉妹都市関係者が一堂に会す
ることにより、姉妹都市運営のベストプラクティスや共
通の課題、さらには日米関係の今後の展望について共有
する、貴重な機会となりました。サミット開催に向け、
多大なるご協力を賜りましたクレア関係者の皆様、そし
て泉佐野市の皆様に、心より御礼申し上げます。

泉佐野市成長戦略室おもてなし課
課長　井尻氏より
開催都市となった経緯

泉佐野市は、カリフォルニア州デイリーシティと2024
年の夏に姉妹都市提携を締結しましたが、この姉妹都市
提携について、ご支援いただいた在サンフランシスコ日
本領事館に勤務する SCI のボランティアから 2025 年
に日本で日米姉妹都市サミットの開催を予定している
が、興味はないかと尋ねられたことに端を発します。

泉佐野市は、関西国際空港を市域に抱えることから、
これまでも MICE（注）誘致に努めてきており、開催助成
金といった制度も既に設けていたこともあって、開催地
候補として名乗りを上げさせていただきました。泉佐野
市での開催に積極的な姿勢を評価していただいたのでは
ないかと考えています。
開催にあたっての取り組み

大型の国際会議であったため、開催にあたって外務省・
領事館・地元警察への連絡・対応に加え、SCI が日本に
拠点がなかったためサミットの企画・運営を実施する事
業者・消耗品を調達する事業者との仲介、大阪・関西万
博日本館（プログラムにおいて万博訪問があったため）
入館のための調整、日本国内の関係者への周知や、日本

国内の関係者からの問い合わせ対応など、ちょっとした
ブランチのような役割を担わせていただきました。

また、サミットでは、泉佐野市内の国際交流団体・文
化団体による日本文化体験コーナーの設置、日米和太鼓
団体の交流、閉会式の小学生によるコーラスなど、SCI
が、積極的に、地域団体の参加を促してくれましたので、
これらの地域団体参加のプログラムを作成し、実施させ
ていただきました。
当日のもよう・現場の盛り上がり

4 日間という長丁場でしたが、参加者は 500 人を超
え、基調講演への反応や、各分科会での質疑応答などか
ら、参加者の熱意を感じました。プログラムも、日米間
の関係についてこれまでの歴史や経過を振り返り、広げ、
未来につなぐといった美しい流れで構成されており、市
民外交を通じて平和や繁栄に貢献するといった理念が具
現化されていたと感じました。今回のサミットを通じて、
今後の姉妹都市交流は、表面的な交流ではなく、交流を
通じた市民同士の相互理解や協働につながるよう意識し
て取り組むことが大切であると参加された皆様に伝わっ
たのではないかと思います。
今回サミットで得られたこと

SCI のほか、外務省、クレア、各事業者などと密に連
絡をとりながら進める必要があったので、MICE 誘致に
努めている本市にとって、国際会議を開催するにあたっ
て必要なネットワークやノウハウが得られたことが大き
かったです。加えて、今回は、個人的に SCI の理念に
感銘を受けたほか、SCI メンバー全員がその理念を共有
する素敵な人たちであったため、仕事を超えた喜びや、
やりがいを感じながら取り組むことができました。開催
に至るまで、決して平坦な道のりではなかったですが、
そのおかげで、SCI のメンバー、課員、関係者の皆様と
絆を深めることができたことが、本市にとっても、私に
とっても、得られたことのなかで最も価値のあるものと
なったと今は思っています。今後もこの絆を大切にする
とともに、この場をお借りして、参加者、ご関係者の皆
様に感謝申し上げます。

（注）MICE とは、企業などの会議（Meeting）、企業などの
行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive 
Travel）、国際機関・団体、学会などが行う国際会議 

（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/
Event）の頭文字を使った造語で、これらのビジネス
イベントの総称
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プレナリーセッション「『かもめ』が結んだ二つの市－姉妹
都市誕生の物語」におけるパネルディスカッションの様子


